
研究室紹介 

我が国には、数多くの中・低層鉄筋コンクリート造（以下、RC）建物が建設されています。

特に、建物外周の柱は窓が取り付くため、柱頭や柱脚には垂れ壁や腰壁があるため柱の変

形が拘束され、小さな変形で破壊します。 

本研究室では、RC 柱部材に補強材を取り付け、ポリマーセメントモルタルで増圧補強し、

粘りのある変形をさせることを目的にしています。 
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その補強方法は、 

１）RC柱に溶接金網を取り付ける（写真１） 

２）特殊ポリマーセメントモルタルを３層に分けて鏝塗りをする（写真２） 

ポリマーセメントモルタルはコンクリートとの付着生が良く、無機質であるため有害なガ

スが発生しない利点があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

写真１ 写真２ 

 
実験装置 

 
 

 
補強前の柱 

溶接金網を取り付ける 
ポリマーセメントモルタル

を鏝塗りする 



溶接金網をポリマーセメントモルタルで塗り込み補強した柱の実験の結果、耐力は平均１．

５倍、変形量は約３倍大きくなり、補強効果が確認された。 

 

 

補強前の試験体

ひび割れ状況 

溶接金網φ6＠50 

全集巻き立て補強 

溶接金網φ6＠25 

全集巻き立て補強 


